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報告１ 横須賀かんきょうフォーラム 2019」の開催結果について 

 

１ 目的 

環境活動団体や学校などの環境に関する取り組みを、発表、展示することにより、

一般市民に対して、その活動を広く周知するとともに、各主体の交流も深める。 

 

２ 日時 

日 時：平成 31年１月 26 日（土）13:00～16：30（12:30 開場） 

会 場：ヨコスカ・ベイサイド・ポケット（横須賀芸術劇場４階） 

来場者：287 人（昨年度：263 人） 

 

３ イベント構成 

（１）オープニング 

（２）表彰式 13：00～14：00 

①横須賀いいね★エコ活動賞 10 団体 

②環境ポスターコンクール受賞者：22 人（うち欠席５人） 

（３）発表！私たちのエコ活動 14：20～15：00 

学校短期活動の部 ２団体 

望 洋 小 学 校 ４ 年 生 ★ 望 洋 環 境 保 全 賞 ★ 

県 立 横 須 賀 高 校 文 化 祭 装 飾 係 ★ 文 化 祭 リ サ イ ク ル 企 画 賞 ★ 

功労賞 ８団体 

横 須 賀 「 水 と 環 境 」 研 究 会 すかっ子セミナー自然系Ａ＆Ｄコース 

よこすか市民会議 1000 年の森をつくる会 水 辺 公 園 友 の 会 

三 浦 半 島 昆 虫 研 究 会 三 浦 半 島 自 然 保 護 の 会 

大津中学校特別支援学級（やまもも） 津 久 井 の 自 然 を 守 る 会 

学校名 活 動 の 発 表 内 容 

逸 見 小 学 校 
総合的な学習の時間で学区の自然や生き物について学習したこと 

劇「生き物たちの命を守りたい」 

望 洋 小 学 校 
総合的な学習の時間で学校にあるビオトープの環境を通して学習

したこと、環境を守ることの大切さ 

県立横須賀高等学校 

文 化 祭 装 飾 係 

花王（株）が実施している「リサイクリエーション」事業を横須

賀高校文化祭におけるモニュメント作りに応用 

津久 井 の 自 然を 

守 る 会 

武山ハイキングコースの不法投棄撤去と防止、湿地に生息する樹

木や生物のために田を復活させホタル自生地の保全・再生活動 
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（４）講演 15：10～16：10 

「失われた実験道具を取り戻せ！空気博士のサイエンスショー」 

講師：東京大学サイエンスコミュニケーションサークルＣＡＳＴ 

（５）フロア展示 12：30～16：30 

展示者 展 示 内 容 

逸 見 小 学 校 
総合的な学習の時間でカブトムシを増やす活動や、水辺の生き

物たちの命を守る池をつくる活動をしたこと 

追 浜 小 学 校 
総合的な学習の時間でいのちについて学習しているが、猿島の

ことを知ることで植物や自然についての学びを深めたこと 

大 楠 小 学 校 
大楠地域の自然と、大楠地域には多くの生き物が住む豊かな場

所であると同時に、外来生物の問題があると学んだこと 

豊 島 小 学 校 
「地域大好き豊島っ子」地域の再発見をすることで「もっと好

きになれると良いな。」という活動に取り組んだこと 

津久井の自然を守

る 会 

残された自然の再発見を次世代に継承するために、不法投棄防

止・ホタル自生地の保全再生に取り組んだこと。 

県立横須賀高等学

校文化祭装飾係 

花王（株）が実施している「リサイクリエーション」事業を、

横須賀高校文化祭におけるモニュメント作りに応用したこと。 

かながわ海岸美化

財団／資源循環推

進課 

相模湾を中心とする海岸の美化を目的に、神奈川県内自然海岸

約 150km の清掃、ビーチクリーンアップの開催等による美化啓

発、海岸清掃ボランティアへの支援／ごみの減量化・資源化 

かながわ地球環境

保 全 推 進 会 議 
「マイエコ 10（てん）宣言」の募集 

 

４ アンケート結果概要 

（１）来場者 

市内在住の方は約８割、年齢では 60 歳以上の来場者が最も多く、20 代、30 代の

来場者は少なかった。 

（２）自由意見（一部抜粋） 

  ・パネル等学ぶことがたくさんあって有意義でした 

  ・小・中学生が環境の事を真剣に考え取り組んでいてすごいと思いました 

  ・高校生の活動報告もありよかったと思う 

  ・子供達の環境への取り組みはすばらしい。三浦半島の自然を大切に守って行こう 

  ・アトラクション楽しかったです 

  ・楽しく参加させて頂きました。今回初めてイベントを知りました。 


